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星
野　

雅
春　

議
員
（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
）

　
市
職
員
の
兼
務
を
や
め
、
観
光
協
会
を
自
立
さ
せ
る
考
え
は

︱
市
と
観
光
協
会
の
役
割
を
明
確
に
し
、
組
織
の
効
率
化
を
検
討
︱

問　
本
市
の
観
光
協
会
が
抱
え
る

課
題
は
何
か
。
ま
た
、
ど
う
克
服
す

る
の
か
。

答　
観
光
協
会
設
立
以
来
、
万
燈

祭
り
、
わ
ん
さ
か
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
が
、

本
市
は
工
業
都
市
、
企
業
城
下
町
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
観
光
振
興
を
図

る
こ
と
は
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
近

年
、
コ
ス
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な

ど
新
た
な
文
化
の
発
信
に
も
取
り
組

み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

今
後
も
自
然
・
歴
史
・
文
化
資
産
を

活
用
し
な
が
ら
定
住
自
立
圏
の
枠
組

み
を
生
か
し
た
交
流
観
光
や
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
観

光
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
市
役
所
商
工
課
の
職
員
が
観

光
協
会
の
事
務
を
兼
務
し
て
い
て
は
、

観
光
協
会
本
来
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
難
し
い
と
思
う
が
、
観
光
協
会

を
自
立
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
観
光
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

民
間
活
力
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

第
２
次
観
光
推
進
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
市
と
観
光
協
会
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
な
が
ら
、
法
人
化
も
含
め

て
組
織
の
効
率
化
を
検
討
し
た
い
。

山
崎　

高
晴　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

市
民
の
不
安
を
和
ら
げ
る
防
災
対
策
を

︱
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、
事
業
を
推
進
︱

問　
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
緊

急
情
報
に
対
し
、
市
民
の
意
識
改
革

を
図
る
取
組
み
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答　
無
線
の
内
容
を
回
覧
等
で
周

知
す
る
ほ
か
、
屋
外
拡
声
器
を
使
っ

た
避
難
訓
練
等
を
自
主
防
災
会
と
行

う
な
ど
、
意
識
づ
け
を
図
っ
て
い
く
。

問　
刈
谷
市
の
道
路
の
耐
震
対
策

へ
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　
緊
急
輸
送
道
路
に
か
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
平
成
１６
年
度
か
ら
進

め
、
２５
年
度
末
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

現
在
は
避
難
路
に
か
か
る
橋
梁
の
耐

震
化
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
応
急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
計

画
に
お
け
る
建
設
の
候
補
地
や
、
建

設
戸
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
実
績

と
、
東
海
・
東
南
海
地
震
の
被
害
想

定
か
ら
算
出
す
る
と
、
４
２
６
戸
の

仮
設
住
宅
が
必
要
と
な
る
。
建
設
候

補
地
は
双
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
狩
野
公

園
北
側
広
場
、
原
崎
公
園
、
野
田
公

園
、
井
ケ
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
５
カ
所

に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え

て
青
山
公
園
、
日
高
公
園
、
狩
野
公

園
の
３
カ
所
を
追
加
し
、
現
在
は
全

体
で
８
１
７
戸
が
確
保
可
能
で
あ
る
。

伊
藤　

幸
弘　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
今
後
急
速
に
増
大
す
る
高
齢
者
福
祉
関
係
予
算
へ
の
対
応
は

︱
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
る
︱

問　
１２
年
後
、
２
０
２
５
年
の
高

齢
者
人
口
及
び
高
齢
化
率
を
ど
の
よ

う
に
予
測
し
て
い
る
か
。

答　
第
７
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
人
口
が

３
万
３
４
４
０
人
、
高
齢
化
率
が

新
村　

健
治　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
富
士
松
駅
の
改
修
に
対
し
、
ど
ん
な
期
待
を
し
て
い
る
か

︱
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
で
快
適
な
利
用
を
期
待
︱

問　
富
士
松
駅
の
現
状
に
ど
の
よ

う
な
懸
念
が
あ
り
、
駅
舎
を
改
修
す

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
期
待
を
し
て

い
る
の
か
。

答　
現
在
、
名
鉄
富
士
松
駅
は
線

路
東
側
に
し
か
改
札
口
が
な
く
、
西

側
か
ら
の
利
用
者
は
踏
切
を
通
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
踏
切
付
近
で
の
事

故
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
踏

切
の
拡
幅
と
併
せ
て
西
側
に
改
札
口

を
新
設
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
と
も
に
、
よ
り
安
全
で

快
適
な
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

問　
こ
の
事
業
は
、
名
鉄
に
も
利

益
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
回
の
整
備
は
、
利
用
者
の

利
便
性
、
安
全
性
を
向
上
す
る
も
の

で
、
大
幅
な
利
用
者
の
増
加
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
名
鉄
に
も
利
用
者
の
安
全
性

の
向
上
に
は
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
、

負
担
割
合
の
協
議
は
さ
れ
た
の
か
。

答　
協
議
は
進
め
て
き
た
が
、
乗

降
客
数
か
ら
、
名
鉄
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
の
法
的
義
務
は
な
く
、
ま

た
市
か
ら
の
請
願
に
よ
る
た
め
、
他

の
事
例
に
お
い
て
も
全
額
自
治
体
が

負
担
し
て
い
る
。

新しくなった地震ハザードマップ

蜂
須
賀　

信
明　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

い
じ
め
防
止
対
策
の
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
は

︱
子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
︱

問　
い
じ
め
へ
の
対
応
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

現
状
把
握
と
、
未
然
に
防
ぐ
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
い
じ
め

認
知
件
数
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

答　
今
年
度
は
１
月
末
ま
で
で
小

学
校
２０
件
、
中
学
校
３５
件
で
あ
る
。

問　
い
じ
め
に
対
し
て
学
校
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

答　
教
員
間
の
情
報
共
有
に
努
め
、

対
応
策
を
協
議
し
て
即
座
に
対
応
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
い
じ
め
ら

れ
た
側
・
い
じ
め
た
側
両
者
の
保
護

者
に
把
握
し
た
事
実
を
伝
え
、
理
解

を
得
る
場
を
設
け
て
い
る
。

問　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、

す
こ
や
か
教
室
（
適
応
指
導
教
室
）

の
成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
か
。

答　
目
に
見
え
る
成
果
は
な
か
な

か
上
が
ら
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
学
校

に
通
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒

が
、
卒
業
後
に
進
学
し
た
学
校
で
は

毎
日
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い

う
事
例
も
あ
り
、
継
続
的
な
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
様
々
な
こ
と
に
悩
む

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
心
の
安
定

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

◆
卒
業
式
・
入
学
式
も
終
わ
り
、

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
進
学
・
就
職
な
ど
、
希
望

に
満
ち
た
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
で
の

ご
活
躍
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◆
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２２
日
に

す
べ
て
の
審
議
が
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
２５
年
度
の
予
算
が
、
現
在
の

財
政
状
況
に
お
い
て
﹃
施
政
方
針
・

教
育
行
政
方
針
﹄
に
沿
っ
て
公
正

に
立
案
さ
れ
て
い
る
か
、
議
員
１

人
１
人
が
市
民
の
声
を
代
表
し
て

質
疑
を
し
た
後
、
新
年
度
予
算
が

成
立
し
ま
し
た
。

◆
新
年
度
の
目
玉
事
業
と
し
て
、

刈
谷
城
築
城
か
ら
４
８
０
年
を
迎

え
る
事
か
ら
記
念
事
業
を
実
施

し
「
郷
土
の
歴
史
を
再
認
識
」「
我

が
街
の
郷
土
愛
を
育
む
」「
先
人

に
習
い
人
と
人
の
絆
を
大
切
に
す

る
」
の
観
点
か
ら
、
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
後
歴
史
博
物

館
建
設
や
刈
谷
城
復
元
整
備
へ
と

繋
が
り
ま
す
が
、
目
的
の
達
成
は

も
ち
ろ
ん
、
約
５０
億
円
と
い
う
費

用
に
見
合
う
付
加
価
値
を
見
い
だ

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
記

念
事
業
の
必
要
性
を
市
民
に
理
解

い
た
だ
き
、
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
べ
く
、
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ

ク
し
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

◆
２
０
１
２
年
、
県
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
刈
谷
市
Ｈ
Ｐ

が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
で
１
位
、

市
民
だ
よ
り
が
広
報
紙
部
門
で
２

位
と
な
り
ま
し
た
。
市
の
Ｈ
Ｐ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
市
議

会
の
Ｈ
Ｐ
も
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
わ
か
り
や
す
い
議

会
を
目
指
し
、
市
議
会
だ
よ
り
や

市
議
会
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
り
、
積
極

的
に
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
市

民
の
皆
様
方
か
ら
の
声
を
お
寄
せ

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

編
集
後
記

〜
か 

け 

は 

し
〜

２０
・
５
％
と
予
測
し
て
い
る
。

問　
介
護
保
険
制
度
が
現
行
の
ま

ま
と
し
た
場
合
、
介
護
保
険
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
２
０
２
５
年

に
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、
増
加
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答　
直
近
５
年
間
の
平
均
の
伸
び

率
で
試
算
を
す
る
と
、
一
般
会
計
の

負
担
は
２
０
２
５
年
に
は
約
１５
億
円

と
な
り
、
平
成
２５
年
度
予
算
と
比
較

す
る
と
約
６２
％
の
増
と
な
る
。

問　
歳
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
中
、
高
齢
者
に
係
る
福
祉
予
算
の

増
大
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、
市

民
目
線
に
立
っ
た
事
業
の
実
施
に
努

め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
公
共
施
設
維

持
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
の
人

口
や
財
政
の
見
通
し
、
施
設
の
評
価

結
果
な
ど
か
ら
施
設
の
有
効
利
用
等

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

新
海　

真
規　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
今
後
の
教
育
行
政
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

︱
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
子
ど
も
を
育
成
し
て
い
く
︱

問　
成
長
過
程
の
根
本
で
あ
る
家

庭
教
育
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
保
護
者
と
学
校
の
役
割
分

担
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
保
護
者
の
役
割
は
、
家
庭
で

生
活
習
慣
と
規
範
意
識
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
多
様
な

人
と
の
関
わ
り
や
体
験
の
中
で
育
む

こ
と
が
、
学
校
の
役
割
と
考
え
る
。

問　
様
々
な
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
が
学
ぶ
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答　
新
年
度
は
、
特
別
支
援
学
級

を
初
め
て
担
任
す
る
教
員
へ
の
研
修

や
、
特
別
支
援
学
校
教
員
免
許
の
取

得
支
援
な
ど
を
実
施
し
、
教
員
の
資

質
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問　
教
育
行
政
上
の
成
果
や
課
題

に
つ
い
て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
「
当
た
り
前
の
事
が
当
た
り

前
に
で
き
る
子
」
を
目
標
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
マ
ナ
ー
や
挨
拶
、
授
業

の
受
け
方
が
評
価
さ
れ
て
き
た
。
課

題
と
し
て
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
対

策
、
体
力
向
上
、
教
員
の
育
成
の
３

点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

様々な相談に対応する
子ども相談センター


